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空飛ぶクルマの安全な運航のための電波アセスメント研究

■解決課題
空飛ぶクルマの想定航行域である150ｍ以下の低空域には様々な電波が混在している状況があり、ドローン/空飛ぶクルマの安定
飛行には、電波的やGPS衛星の「見通しの悪いエリア」、地磁気の乱れが発生しているエリアを、飛行ルートとして避けるべき。
しかし、現状では電波状況や地磁気の乱れを可視化できていない。

■解決手法
電波・GPS・地磁気のセンサーを搭載した専用ドローンを開発し、立体的な空域をフラットな飛行でデータ収集行う。
収集データから空飛ぶクルマ「空中リスク“ヒートマップ化”」技術の開発。

出典： https://www.ikeriri.ne.jp/develop/acrylicwifi/heatmap.html
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